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本論文は， 3 部に分かれる。第 I 部は「金融構造」に関する理論的考察が中心となる。そこでは次
の 6 つの論題が，それぞれ 1 章をさいて，検討される。第 1 章:各種の金融市場の性格を統一的に分















本論文の第 H部は 金融業を分析の対象とする 3 つの章から成る。金融業をひとつの産業としてと
らえ，産業組織論の対象とする際の諸課題を展望したのが，第 7 章であり，それに続いて，銀行の規
模の経済性の問題が第 8 章で，さらに，金融規制( r人為的低金利政策J )の金融業の産業組織に与
える効果と評価が，第 9 章で，検討される。
第 I.II部が実証的な分析を扱うのに対して，第四部は規範的な分析を行う 3 つの章から構成され
る。 r効率化」という言葉は金融における日常的な.用語となっているが，それのもつ理論的な意味を
扱うのが，第10章である。効率的な制度を設計するにしても，公正の理念をとり入れることが，どう
しても不可欠で、あることが，ここで論じられる。第11章では制度を変える潜在的な圧力となる革新が
どのように形成され，それが政策としての制度改革とどのように結びつくかが，日本の具体的な例に
即して，検討される。最後に，長文の第12章では，これからの日本が選択しうる金融システムのヴイ
ジョンが，総合的に描き出され，ひとつの改革の提言が示される。
論文の審査結果の要旨
本論文は「日本の」金融システムに関する理論的，経験的，政策的研究を集大成した独創的・体系
的研究である。近年，わが国の風土に深く根ざした「日本的」金融論の再構築が斯学の少数精鋭によ
って着々と進行しつつあるなかにあって本論文はこの方向への研究を大きく前進向上させることに寄
与した。よってその業績は経済学博士の学位に十分値するものと判定する。
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